
（別紙４）

～ 2026年２　月６　日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年１　月　31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年　1月31　日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先の担当者と情報共有を行い、今後の支援が生活の中で
支援の統一ができるように取り組んでいく

2

訪問先に、療育の様子を伝えたり、見学に来ていただくこと
を提案し、より充実した支援ができるようにしていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者、関係諸機関に保育所等訪問について知らせていく

2

3

○事業所名 ふぁーすとすてっぷ

○保護者評価実施期間 2026年　１月10　日

○保護者評価有効回答数

2026年１　月10　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年２　月1７　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年12　月15　日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問の利用者が少ない 保護者より、保育所等で困っているお話があれば、提案をし
ていく

訪問支援員が児童発達支援管理責任者に訪問先での様子を報
告し、情報共有を行い、支援について検討することができる

事前に保護者より困りごとなどの情報を収集して訪問支援を
している

訪問支援を利用している子が、同一法人の通所支援も利用し
ているので療育に繋げやすい

療育に繋げやすいので、早期に支援の見直しなど事業所内で
取り組めることを提案できるように意識して行っていく

事業所における自己評価総括表公表


